
 

卓球の進め方 
 

 

はばたキッズメソッド（方法・方式） 

今までの反省点  ・フォアハンドからのスタートではなく、バックハンドからスタートする。 

         ・「トス」を最初に伝え、サーブ練習を早めにスタートする。 
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全日本選手権 大阪府代表（過去５年実績） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― ５年前からスタートした「卓球」について ― 

試行錯誤を繰り返しながら全員卓球を目指して取り組んできました。 

年々４歳児・３歳児のスタート時期を早め、試合形式に対応する力を 

得た子ども達は、保護者のご承認を頂き「全日本選手権大阪府予選会」に 

出場してきました。 

グループ分けにおいても、年々時期を遅くし出来るだけ多くの子どもに 

出場のチャンスを増やしてきました。 

２０１７年度の予選会が終了しました。 

試合出場できなかった子ども達には悔しい思いをさせました。 

 

これからは、４０名全員が 13:00～15:00 の時間帯で練習を始めたいと考えております。 

来春は、すでに新一年生となられますが、予選会出場（４月 or５月）を目指し、 

全員卓球に取り組んでいきたいと思います。 

 バンビ代表数 

（男女） 

代表に選ばれた数 

（はばたキッズ） 

バンビ出場数 

（はばたキッズ） 

年長児 
 

２０１７年 8 名 ８名＋特別推薦１名（年長児） １９名 ８名  

２０１６年 １０名 ５名＋特別推薦１名（年長児） １５名 １２名  

２０１５年 １０名 ４名＋特別推薦１名（１年生） １３名 ５名  

２０１４年 １０名 ５名＋特別推薦１名（年長児） １２名 ７名  

２０１３年 １０名 ４名 ４名（年長児） ４名  

2017 
バンビ女子 ベスト 16 位 １名 

 

2016 
バンビ女子 

 

ベスト 16 位 １名 

ベスト 32 位 １名 

バンビ男子 ベスト 64 位 １名 

2015 
バンビ女子 ベスト 8 位 0１名 

ベスト 32 位 ２名 

バンビ男子 ベスト 64 位 １名 

2014 
バンビ女子 ベスト 32 位 １名 

バンビ男子 ベスト 64 位 １名 

2013 予選通過 1 名 

保育園児の出場数は 

年々増加しています 

動体視力 

育成 

本物の 

スポーツ体験 

俊 敏 性

即時反応 

規律ルール 

チームワーク 

集中力 

肥満防止  

脳の活性化  

(小学 2年生の中で唯一の 1年生) 



※練習場が狭く、３台の卓球台を３・４・５歳児ローテーションで使っていきます。 

 

 

 

  



 


